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意見交換会実施報告書 
 

開催日時 
平成２８年１１月１日 

 午後６時３０分 ～ 午後８時００分 

開催場所 常盤公民館 学習室 

出席議員 

 勝野 富男（責任者）     髙橋  正（司 会） 

 大厩 富義（報告者）     神社 正幸（報告者） 

 降旗 達也（記録者）     平林 英市 

参加者数 ２０人 

報告内容 
・平成２７年度決算の概要及び事務事業評価について 

・第５次総合計画について 

内  容 

（要望提

言等） 

 

第５次総合計画について 

○発言１ 

西山住宅では高齢化が一番の問題。若い人が返ってこない。市では移

住政策を進めているが、雇用が大切だと考える。総合計画にはどのよう

に盛り込まれているか。 

★回答１ 

５次総合計画は策定中。議会から、具体的にどういう施策をするのか、

その効果などを分かりやすく出すように要求している。議会が策定に深

く関わっていく。 

素案では移住や定住を強化していく。子育て支援やリタイヤした人が

大町に移住してもらうための福祉の充実などをうたっている。若い人で

起業している人たちもいる。空き家対策も重要である。 

 

定住・移住政策について 

○発言２ 

都会で暮らしていて定年で移住してくる人も多いと思うが、若い人も

いないし農業も大規模化している。若い人たちが継承していく仕組みが

できないと農業は立ち行かなくなる。よい方策を考えて欲しい。 

★回答２ 

農業については、議会も力を入れて取り組んでいる。農業振興助成費

にからめて、今後の農業政策をきちんと進めるよう事務事業評価でも行

政に意見している。 

 

○発言３ 

移住で高齢者を呼んでも、介護保険料等の負担が増える。人口増対策

を考えるうえで考えていかなければならない。介護保険料が相当高くな

る。移住政策に取り組むうえでは検討して欲しい。 

★回答３ 

地方交付税の措置でどっちがいいか、現状を調べなければわからな

い。行政に実態を求める。 
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空き家対策について 

○発言４ 

沓掛に倒れかかった廃屋が２軒ある、行政はどう考えているか。 

★回答４ 

具体的な事例を行政でも市議会でも話して欲しい。法律が整備されて

きたので、具体的な対応ができる。 

市でも、空き家対策協議会が立ち上がって、特定空き家に対する対応

が進んできている。空き家は地域の住民に調べてもらわないとわからな

いので、ぜひ自治会から情報を出して欲しい。 

 

湯浅産業の臭気問題について 

○発言５ 

県へ市議会から意見書を出していただいた。今までもひどい臭いが出

ていたが、それを泉区として証明できなかった。法律無料相談では裁判

しても非常に時間がかかるし、協定書が守られていないだけでは裁判に

勝ち抜くことはできない、と言われた。 

★回答５ 

臭いに対する慣れが一番心配。我慢せずに言い続けていくことが大

切。 

ＣＳ脱臭装置の効果が表れたのか拡散が減った、との話も聞く。臭気

測定の場所や時間帯など対策委員会と考えていく。 

過去に協定違反をして操業停止を受けた業者が大町に来たのは残念。

市が立会っている協定書が交わされているので、協定を守らせて違反が

あったら操業を止めさせることが大切。 

 

○発言６ 

成分検査の結果で、のどに影響するガスが出ていると思うがどうか。 

★回答６ 

11月２日に検査結果を出すといっているので、それを注視する。 

 

市庁舎の貸し出しについて 

○発言７ 

市庁舎に入っている大町市土地改良区に対する賃料や光熱水費など

は発生しているか。常盤では独自に土地改良区を置いている。補助金を

もらっているのに、市庁舎を無料で使用しているならばおかしい。 

★回答７ 

実情はわからない。調べてみる。 

 

社会資本の整備について 

○発言８ 

常盤地区には、小さい子が遊べる公園がないので欲しい。 

★回答８ 

ミニ公園のようなものは必要だと思っている。行政側へ伝える。 

その他 

特記事項 

 

 

 


